
みやぎゼロカーボンチャレンジ
2050県民会議セミナー
宮城県の支援策・太陽光発電普及啓発ツールのご紹介



脱炭素経営に向けた３つのステップ

知るワン１🐕 測るニャン２🐈 減らす（へらす）ベア

情報の収集
2050年カーボンニュートラルに
向けた潮流を自分事で捉えましょ
う

方針の検討
現状の経営方針や経営理念を踏ま
え、脱炭素経営で目指す方向性を
検討しましょう

CO2排出量の算定
自社のCO2排出量を算定すること
で、カーボンニュートラルに向け
た取組の理解を深めましょう

削減ターゲットの特定
自社の主要な排出源となる事業活
動やその設備等を把握することで、
どこから削減に取り組むべきかあ
たりを付けてみましょう

削減計画の策定
自社のCO2排出源の特徴を踏まえ、
削減対策を検討し、実施計画を策
定しましょう

削減対策の実行
社外の支援も受けながら、削減対
策を実行しましょう。また、定期
的な見直しにより、CO2排出削減
に向けた取組のレベルアップを図
りましょう。
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みやぎゼロカーボンチャレンジ2050
県民会議セミナー

省エネお助け隊によるセミナー
・経済産業省資源エネルギー庁事業で
採択された「省エネお助け隊」による
セミナー。省エネお助け隊による支援
（省エネ診断や伴走支援）のご説明の
ほか、国や県、市から補助事業の紹介
がありました。（令和６年度の場合）

省エネルギー・再生可能エネルギー・
3R関連施策活用事例集
宮城県の補助事業を活用し、設備導入
等を行った県内事業者の事例を掲載し
ています。

省エネ診断
・経済産業省資源エネルギー庁
事業。省エネの専門家が事業所
を訪問し、エネルギーの無駄遣
いや省エネに繋がるヒントを見
つけます。
・コスト削減につながるような
設備の運用改善や、コスト削減
効果が高い高効率な設備への更
新及び設備更新に活用できる補
助金などについて、各事業所に
合わせてご提案します。
・診断は、「省エネクイック診
断」、「省エネ最適化診断」、
「省エネお助け隊による診断」
の３つがあります。（令和６年
度の場合）

みやぎ二酸化炭素排出削減支援事業
（高効率設備等/再エネ等設備導入）

太陽光発電を活用した先進的モデル等
導入促進事業

事業者用自家消費型太陽光発電導入支
援事業

みやぎ環境関連研究開発等支援事業

事業者向け太陽光発電設備等共同購入
事業

（出典）経済産業省資源エネルギー庁「省エネポータル 中小企業等に向けた省エネルギー診断拡充事業」
（出典）SII「省エネ診断事業について」



１．みやぎ二酸化炭素排出削減支援事業

（高効率設備等導入/再エネ等設備導入）

２．太陽光発電を活用した先進的モデル等導入促進事業

３．自家消費型太陽光発電設備導入支援事業
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令和７年度 主要事業概要
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令和６年度
みやぎ二酸化炭素排出削減支援事業
（高効率設備等/再エネ等設備導入）

太陽光発電を活用した先進的モデル等
導入促進事業

事業者用自家消費型太陽光発電導入支
援事業

みやぎ環境関連研究開発等支援事業

みやぎ二酸化炭素排出削減支援事業
（高効率設備等/再エネ等設備/研究開発等）

太陽光発電を活用したEV利用モデル導入支
援事業

事業者用自家消費型太陽光発電導入支援事業

宮城県新エネルギー等環境関連設備開発支援
事業

第三者所有モデル太陽光発電導入支援事業
新たなモデル事業

令和７年度

（参考）補助事業体系イメージ

一般化
（統合）

統合



１．みやぎ二酸化炭素排出削減支援事業
１．事業目的
県内の事業活動における二酸化炭素排出削減
の取組を支援し、環境への配慮と地域経済の
発展の両立を図るもの。

２．事業内容
事業活動で生じる二酸化炭素排出削減の取組
（高効率等設備導入/再エネ等設備導入）に要
する経費の一部を補助するもの。

３．当初予算額
330,923千円

減らす（へらす）ベア

４．補助率・上限額
（１）高効率設備等導入
補助率：1/2以内、1/3以内
上限額：5,000千円から20,000千円

（２）再エネ等設備の導入
補助率：1/2以内等
上限額：20,000千円

＜令和７年度 主要事業概要＞



２．太陽光発電を活用した先進的モデル等導入促進事業

減らす（へらす）ベア

１．事業目的
太陽光発電の適地が限られてきている中、地
域共生型の再エネの導入を拡大していくため、
新たな技術やビジネスモデルを活用した太陽
光発電の事業化に向けた実証等に要する経費
の補助を行うもの。

２．事業内容
新規技術、新たなビジネス、新たな視点を活
用した太陽光の利活用事業を行う場合、その
経費の一部を補助するもの。

３．当初予算額
30,000千円

４．補助率・上限額
補助率：1/2以内
上限額：20,000千円

５．先進的なモデルの例
（１）新規技術の活用
垂直設置型太陽光パネル、ペロブスカイト太陽光
電池等
（２）新たなビジネスの活用
リユースパネルの活用、太陽光発電とEVカーシェ
アリング等
（３）新たな視点
集合住宅・テナント施設・未利用地等、太陽光と
その他省エネ・再エネ設備の併用等

＜令和７年度 主要事業概要＞



３．自家消費型太陽光発電設備導入支援事業
１．事業目的
県内産業の脱炭素化とエネルギーコストの削
減による競争力強化に向け、県内事業所にお
ける自家消費型大規模太陽光発電設備等の導
入に要する経費の補助を行うもの。
２．事業内容
県内事業所において、屋根や敷地、調整池等
に400kW以上の自家消費型太陽光発電設備の
導入に要する経費の一部を補助するもの。

３．当初予算額
184,333千円

減らす（へらす）ベア

４．補助率及び上限額
（１）先導枠（水上設置）
※調整池・ため池等の水上に設置するもの
イ）太陽光発電設備
補助額：出力1kW当たり50千円
ロ）自営線
補助率：2/3以内
上限額：20,000千円
（２）通常枠
太陽光発電設備
補助額：出力1kW当たり50千円
上限額：100,000千円

＜令和７年度 主要事業概要＞



１．みやぎ二酸化炭素排出削減支援事業（高効率設備等導入）

２．みやぎ二酸化炭素排出削減支援事業（再エネ等設備導入）

３．太陽光発電を活用したEV利用モデル導入支援事業

４．第三者所有モデル太陽光発電導入支援事業

５．事業者用自家消費型太陽光導入支援事業

知るワン１🐕 測るニャン２🐈 減らす（へらす）ベア

（参考）令和６年度 補助事業概要
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対象事業 補助率 補助限度額

＜令和６年度 補助事業概要＞
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内容

＜令和６年度 補助事業概要＞
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＜令和６年度 補助事業概要＞


